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第
65
回 石

川
県
商
工
会
大
会 

 

10
月
29
日
、
第
65
回
石
川
県
商

工
会
大
会
が
石
川
県
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
本
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
会
に
先
立
ち
経
済
評
論
家
の
渡

邉
哲
也
氏
よ
り
「
世
界
の
変
動
と
日

本
経
済
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
地
域
貢
献
企
業
や
優
良

従
業
員
等
の
団
体
や
個
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度
の
当
商

工
会
に
お
け
る
表
彰
伝
達
式
に
つ
い

て
は
、
12
月
19
日
を
予
定
し
て
お
り 

ま
す
。（
後
日
、
対
象
事
業
所
に
は
ご

案
内
し
ま
す
。） 

当
商
工
会
関
係
で
表
彰
さ
れ
た
方

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。(

敬
称
略)  

 

◎
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰 

 

○
優
良
従
業
員
〈
30
年
以
上
〉 

 
 

 

川
口 
博
子 

（
ア
サ
ヒ
ラ
ン
ド
リ
ー
㈱
） 

 

◎
石
川
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰 

 

〇
地
域
貢
献
企
業 

 
 

 

山
水
荘 

チ
カ
ラ
技
建 

 

〇
女
性
部
連
合
会
功
労
者 

 
 

 

成
田 

眞
喜
子 

 

○
青
年
部
役
員
功
労
者 

 
 
 

松
田 

友
也 

○
優
良
従
業
員
〈
20
年
以
上
〉 

出
村 

拓
史 

萬
谷 

 

徹 

土
田 

直
美 

中
西 

美
紀
子 

（
ア
サ
ヒ
ラ
ン
ド
リ
ー
㈱
） 

○
石
川
県
商
工
会
優
秀
支
援
事
例

表
彰
受
賞
職
員 

 
 

澤
井 

健
一 

 ◎
石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰 

 

○
女
性
部
優
良
役
員 

 
 
 

神
戸 

玲
子 

 
 
 

畑
中 

紀
代
美 

            

埼
玉
県
庄
和
商
工
会
よ
り 

 
 
 
 

 
 

凧
の
寄
贈 

 

 

10
月
24
日
、
埼
玉
県
春
日
部
市
庄

和
商
工
会
の
皆
さ
ん
が
当
商
工
会
を

訪
れ
、
友
好
の
あ
か
し
と
商
売
繁
盛

を
祈
念
し
て
凧
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。 

 

庄
和
商
工
会
と
は
、
昨
年
の
能
登

半
島
地
震
の
義
援
金
を
い
た
だ
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
当
商
工

会
か
ら
庄
和
地
域
産
業
祭
に
２
年
続

け
て
参
加
す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。 

寄贈された凧は本所窓口付近に 
飾ってあります 

総代として表彰を受ける成田さん 
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補
助
金
に
採
択
さ
れ
ま
し
た

な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金 

第
13
回
、
第
14
回
決
定
分 

・
カ
サ
シ 

・
能
登
島
リ
ゾ
ー
ト
開
発
㈱ 

・
愛
知
繊
維
㈱ 

・
お
う
た
民
宿 

・
民
宿
中
村
家 

・
㈲
国
田
電
気 

 

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金 

〈
災
害
支
援
枠
〉
７
次
締
切
分 

・
居
酒
屋 

榮
治 

・
㈱
エ
ヌ
・
エ
ー
ビ
デ
オ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン 

・
食
楽
悠 

・
㈱
中
島
タ
ク
シ
ー 

・
谷
口
製
紐
㈱ 

・
木
工
房 

大
噴
火 

・
㈱
能
登
島
ク
ラ
ス 

・
ｋ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

・
㈲
大
黒
呉
服
店 

・
善
端
水
産 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

起
業
促
進
補
助
金 

１
次
締
切
分 

・
和
倉
温
泉 

は
ま
づ
る 

・
㈱
能
登
島
ク
ラ
ス 

・
能
登
島
み
ら
い
㈱ 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
補
助
金 

２
次
締
切
分 

・
㈲
山
口
水
産 

・
和
倉
温
泉 

は
ま
づ
る 

・
酒
場
Ｂ
ｅ
ａ
ｒ 

・
谷
口
製
紐
㈱ 

・
ｋ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

・
サ
ン
ラ
イ
ズ
ア
ウ
ト
ド
ア 

 

（
順
不
同
・
当
商
工
会
申
請
支
援
分
） 

  

補
助
金
の
ご
案
内 

～
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る 

県
の
支
援
施
策
～ 

石
川
県
賃
上
げ
環
境
整
備
助
成
金 

今
後
の
賃
上
げ
に
向
け
て
中
小
企

業
が
行
う
Ⅰ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入
や
、

従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
な
ど

の
取
組
み
に
対
し
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
助
成 

 石
川
県
被
災
小
規
模
事
業
者
賃
上
げ
支
援
金 

被
災
し
た
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、

従
業
員
の
賃
上
げ
に
伴
う
支
援
金
を

支
給 い

ず
れ
も
石
川
県
が
指
定
す
る
賃

上
げ
要
件
を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
封
の
【
商
工

か
が
．
の
と
11
月
号
】
の
10
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金 

〈
災
害
支
援
枠
〉
９
次
公
募 

【
補
助
対
象
者
】
能
登
６
市
町
に
所

在
す
る
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

等
の
直
接
被
害
を
受
け
た
小
規
模

事
業
者
等 

【
補
助
上
限
】
200
万
円 

【
補
助
率
】
２
／
３ 

【
補
助
対
象
】
機
械
装
置
等
復
旧
費

用
、
店
舗
改
装
、
広
告
掲
載
、
展
示

会
出
展
費
用
な
ど 

【
申
請
受
付
開
始

】
令
和
８
年
１
月
23
日 

【
商
工
会
受
付
締
切
】 

 

令
和
８
年
３
月
23
日 

※
９
次
公
募
を
も
っ
て
災
害
支
援
枠

の
受
付
は
終
了
。 

 

営
業
再
開
支
援
補
助
金
12
次
公
募 

【
補
助
対
象
者
】
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
の
被
害
を
受
け
た
県
内
に

事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
等 

【
要
件
】
①
市
町
等
に
よ
る
被
害
判

定
が
「
半
壊
以
上
」
で
あ
る
こ
と

②
地
元
等
で
の
事
業
再
建
計
画
を

策
定
す
る
こ
と 

【
補
助
額
】
補
助
上
限
300
万
円 

【
補
助
率
】
２
／
３
（
小
規
模
事
業

者
）、
１
／
２
（
中
小
企
業
） 

【
補
助
対
象
経
費
】
営
業
再
開
に
必

要
な
仮
施
設
等
の
整
備
に
係
る
経
費 

【
受
付
締
切
】
令
和
７
年
12
月
５
日 

（
事
業
完
了
期
間
は
令
和
８
年
１
月

30
日
ま
で
） 

 

そ
の
ほ
か
の
補
助
金
情
報
は
【
商
工

か
が
．
の
と
11
月
号
】
の
４
～
７
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

商工会公式 LINE 
支援施策などを
発信しています。 
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令
和
７
年
度
税
制
改
正
の
概
要 

（
所
得
税
関
係
） 

 

令
和
７
年
度
の
税
制
改
正
（
令 

和
７
年
12
月
１
日
施
行
）
に
よ
り
、 

所
得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し
等
が 

行
わ
れ
、
令
和
７
年
12
月
以
後
の 

源
泉
徴
収
事
務
や
年
末
調
整
、
確
定 

申
告
な
ど
に
変
更
が
生
じ
ま
す
。
主 

な
変
更
点
は
以
下
と
な
っ
て
お
り
ま 

す
。
（
詳
し
い
内
容
は
、
後
日
改
め
て 

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
） 

①
基
礎
控
除
の
引
き
上
げ 

48
万
円
か
ら
58
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。（
た
だ
し
合
計
所
得
金

額
２
３
５
０
万
円
以
下
の
者
）
ま
た
、

低
中
所
得
者
層
に
対
し
て
は
、
所
得

階
層
ご
と
に
控
除
の
上
乗
せ
（
最
大

37
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。 

 ②
給
与
所
得
控
除
の
引
き
上
げ 

最
低
保
証
額
が
55
万
円
か
ら
65

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
所
得
税
で
の
「
年
収
の
壁
」
が

１
０
３
万
円
か
ら
最
大
１
６
０
万
円

に
、「
扶
養
の
壁
」
が
１
０
３
万
円
か

ら
１
２
３
万
円
に
な
り
ま
す
。 

③
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設 

所
得
者
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る

19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
親
族
（
配
偶

者
及
び
青
色
事
業
専
従
者
等
を
除
く
）

の
合
計
所
得
金
額
が
58
万
円
超
１

２
３
万
円
以
下
（
給
与
収
入
で
１
２
３

万
円
超
１
８
８
万
円
以
下
）
の
場
合
、

そ
の
親
族
の
所
得
に
応
じ
て
最
大

63
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。 

 ④
同
一
生
計
配
偶
者
や
扶
養
親
族
等

の
所
得
要
件
見
直
し 

①
・
②
の
改
正
に
伴
い
、
同
一
生

計
配
偶
者
や
扶
養
親
族
等
の
合
計
所

得
額
な
ど
の
金
額
要
件
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

11
月
は 

労
働
保
険
未
手
続
事
業 

 
 

一
掃
強
化
期
間
で
す 

 

常
用
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
全
て
労
働

保
険
（
雇
用
保
険
と
労
災
保
険
）
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間

（
定
め
ら
れ
た
個
々
の
労
働
時
間
）

が
20
時
間
以
上
で
か
つ
31
日
以
上

継
続
し
て
雇
用
さ
れ
る
パ
ー
ト
労
働

者
も
、
雇
用
保
険
の
加
入
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
早
急
に

加
入
手
続
き
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
、
商
工
会
ま
た
は
左
記

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 【
お
問
合
せ
・
ご
相
談
】 

七
尾
労
働
基
準
監
督
署 

 
 
 
 
 
 

☎
５
２-

３
２
９
４ 

 

七
尾
公
共
職
業
安
定
所 

 
 
 
 
 
 

☎
５
２-

３
２
５
５ 

  

広
域
商
工
業
懇
談
会 

10
月
31
日
、
御
祓
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
七
尾
鹿
島
広

域
商
工
会
協
議
会
主
催
の
「
商
工
業

懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
当
商
工
会

と
中
能
登
町
商
工
会
の
役
職
員
29

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

講
演
会
で
は
、
石
川
県
商
工
労
働

部
経
営
支
援
課
課
長
補
佐
の
枝
久
保

貴
継
氏
か
ら
「
小
規
模
事
業
者
・
中

小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金

の
活
用
事
例
や
、
新
た
な
取
り
組
み

へ
の
支
援
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

補
助
金
、
起
業
促
進
補
助
金
な
ど
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
一
本
杉
通
り
の
仮
設
店

舗
で
営
業
中
の
太
左
ヱ
門
に
て
、
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。 

講演会の様子 
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青
年
部
活
動 

「NOTO
×
YAMANAKA

世
界
の
ビ
ー
ル

＆
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
へ
の
出
店
」 

 

11
月
３
日
、
山
中
温
泉
菊
乃
湯
横

芝
生
広
場
に
て
、
山
中
商
工
会
青
年

部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
出
店
し

ま
し
た
。 

当
青
年
部
は
「
能
登
か
き
の
蒸
し

焼
き
」
を
販
売
し
ま
し
た
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
で
客
足
は
少
な
め
で

し
た
が
、
加
賀
地
区
の
青
年
部
と
の

初
め
て
の
連
携
は
、
と
て
も
有
意
義

な
事
業
と
な
り
ま
し
た
。 

女
性
部
活
動 

「
新
・
お
も
て
な
し
交
流
プ
ラ
ン
」 

 

女
性
部
で
は
「
能
登
半
島
地
震
当

時
の
こ
と
」
と
「
能
登
の
今
」
を
全
国

の
商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
お
も
て
な
し

交
流
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
新

し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
当
地
域
の

紹
介
や
地
震
当
時
の
苦
労
、
普
段
か

ら
備
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
30
分

程
度
の
ス
ラ
イ
ド
に
し
、
部
員
が
交

代
で
朗
読
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

町
並
み
案
内
や
会
員
事
業
所
で
の
食

事
、
お
買
い
物
を
し
て
い
た
だ
く
プ

ラ
ン
で
す
。 

 

11
月
３
日
は
埼
玉
県
戸
田
市
商

工
会
女
性
部
の
７
名
、
11
月
５
日
に

は
岐
阜
県
郡
上
市
商
工
会
女
性
部
の

21
名
が
訪
問
さ
れ
、
地
震
当
時
の
映

像
や
写
真
を
涙
を
流
し
な
が
ら
ご
覧

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

被
災
地
域
の
女
性
部
と
し
て
、
地

域
が
復
興
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
お
も

て
な
し
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

新
入
会
員
の
ご
紹
介 

大
畠
理
容
店 

 
 
 

【
田
鶴
浜
町
】 

 

代
表
・
大
畠 

マ
サ
子 

業
種
：
理
容
業 

 合
同
会
社
エ
ー
リ
ス
ト
ア
ス
リ
ー
ト 

 
 
 
 

（
語
ろ
う
亭
） 

 
 

【
田
鶴
浜
町
】 

 

代
表
・
原
島 

敬
之 

業
種
：
飲
食
店 

 

  

 

     

田
鶴
浜
支
所
仮
事
務
所 

田
鶴
浜
支
所
の
公
費
解
体
に
伴
い
、

さ
つ
き
苑
（
田
鶴
浜
町
ハ
３
）
内
の

事
務
所
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
賃

貸
契
約
を
七
尾
市
及
び
田
鶴
浜
町
会

と
交
わ
し
ま
し
た
。
11
月
か
ら
12
月

に
か
け
て
、
移
転
作
業
を
行
う
予
定

で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

出店の様子 

会 員 数 

商 業 100 

2 工 業 57 

 土 木 建 築 89 

観光サービス 141 

定 款 事 業 所 17 

特 別 会 員 11 

合 計 415 

令和 7年 11月 5日現在 

＜商工会の電話番号のご案内＞ 

県内商工会の通信環境の変更に伴い、固定電話から業務用携帯電話（076-204-○

○○○）への完全移行を実施いたしますので、新しい番号をご登録ください。 

【代 表】 076-204-6833（新）     【本 所】 66-0001（継続） 

田鶴浜支所と能登島支所の固定電話及び FAXは１１月２８日に廃止します。 

今後の商工会へのご連絡は、上記の代表電話及び本所へおかけください。職員直通

電話は講習中や来客中は出られないこともありますが、折り返しご連絡いたします。 

076-204-6605（鳥畑直通） ／ 076-204-6612（澤井直通） 

076-204-6658（亀井直通） ／ 076-204-6617（青山直通） 

  


